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議
員

混
迷
を
深
め
る
社

会
・
経
済
状
況
の
も
と
で
、

よ
り
一
層
の
行
政
改
革
が
求

め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
現
在
、
十
四
〜
十
六
年

度
の
三
か
年
を
期
間
と
し
て

第
四
次
行
政
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
改
革
推
進
に

向
け
て
の
取
り
組
み
姿
勢
を

確
認
し
た
い
。

助
役

こ
の
よ
う
な
厳
し
い

時
代
に
こ
そ
、
さ
ら
に
強
く

行
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

現
在
、「
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
行
政
運
営
」、「
健
全
で

効
率
的
な
財
政
運
営
」、「
市

民
の
視
点
に
立
っ
た
行
政
改

革
」
を
基
本
方
針
と
し
て
第

四
次
行
政
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ
ュ

ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
）
等
の
新
し
い
手

法
を
積
極
的
に
導
入
し
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
改
革
と
併

せ
、
今
ま
で
以
上
に
効
率
性

を
追
及
し
て
い
く
姿
勢
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
改
革
は
、
時
代
の
変
化

に
合
わ
せ
て
、
継
続
的
に
取

り
組
む
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
よ
り
一
層
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
の
推
進
と
健

全
な
財
政
運
営
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

議
員

第
四
次
行
政
改
革
に

お
け
る
民
間
活
力
の
活
用
に

つ
い
て
、
取
り
組
み
状
況
を

聞
き
た
い
。

助
役

第
四
次
行
政
改
革
の

実
施
計
画
に
お
い
て
は
、
民

間
活
力
の
活
用
の
命
題
の
も

と
、
①
業
務
委
託
の
推
進
、

②
多
種
多
様
な
民
間
活
力
の

活
用
、
③
公
民
館
施
設
管
理

委
託
の
推
進
の
三
点
を
掲

げ
、
そ
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
①
で
は
、
破
砕
処

理
場
運
転
管
理
業
務
、
病
院

給
食
業
務
に
つ
い
て
、
早
期

の
委
託
実
現
を
目
指
し
て
積

議
員

行
財
政
改
革
の
新
し

い
視
点
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｍ
（
ニ

ュ
ー
・
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
）
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
対
す

る
市
長
の
基
本
的
な
認
識
を

伺
い
た
い
。

市
長

Ｎ
Ｐ
Ｍ
は
、
民
間
に

お
け
る
経
営
理
念
や
手
法
、

成
功
事
例
な
ど
を
可
能
な
限

り
公
的
分
野
に
導
入
し
、
効

率
化
・
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
右
肩
上
が
り
の
経

民
間
活
力
ど
う
活
用

今
定
例
市
議
会
の
代
表
・
総
括
質
問
で

は
、
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
や
、
湘
南

市
構
想
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
な
ど
を
た
だ

し
た
ほ
か
、「
市
民
・
大
学
交
流
の
年
」
の

事
業
展
開
、「
ひ
ら
つ
か
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
」
の
開
設
お
よ
び
「
よ
み
が
え
れ
、
ふ

る
さ
と
の
せ
せ
ら
ぎ
事
業
」
等
の
新
規
施

策
に
議
論
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、
福

祉
の
分
野
で
は
介
護
保
険
事
業
計
画
の
改

定
に
と
も
な
う
保
険
料
額
の
改
定
や
制
度

の
課
題
、
環
境
の
分
野
で
は
ご
み
処
理
広

域
化
計
画
や
次
期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
、

教
育
の
分
野
で
は
学
校
二
学
期
制
な
ど
が

審
議
の
焦
点
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
質
疑
内
容
を
、
各
常
任
委
員

会
で
の
質
疑
も
併
せ
て
二
〜
八
面
に
ご
紹

介
し
ま
す
（
質
問
を
行
っ
た
議
員
名
は
、

下
段
に
掲
載
し
ま
す
）。

済
成
長
が
終
え
ん
し
、
本
格

的
な
少
子
高
齢
化
社
会
に
突

入
し
て
い
く
中
で
、
今
後
最

も
有
力
な
行
政
運
営
の
手
法

と
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解

し
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
十
分
な
研
究
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

議
員

十
五
年
度
当
初
予
算

案
に
お
い
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
に
基

づ
く
予
算
は
計
上
さ
れ
て
い

る
の
か
。

市
長

Ｎ
Ｐ
Ｍ
は
、
一
事
業

と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
る
も

議
員

十
四
年
一
月
八
日
に

三
市
三
町
の
首
長
に
よ
る
湘

南
市
研
究
会
を
発
足
さ
せ
て

か
ら
、
現
在
ま
で
一
年
余
が

経
過
し
た
。
こ
の
間
、
研
究

会
の
活
動
内
容
等
の
情
報
提

供
や
、
合
併
に
対
す
る
市
民

の
考
え
な
ど
の
把
握
は
、
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の

か
聞
き
た
い
。

市
長

こ
の
一
年
間
、
研
究

会
で
は
、
湘
南
市
の
将
来
都

市
像
の
研
究
と
、
実
務
レ
ベ

ル
で
の
三
市
三
町
の
事
務
事

業
の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
き

た
。
こ
の
間
に
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
開
催
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
か

わ
ら
版
、
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
に
よ
り
情
報
提
供
に
努

め
、
ま
た
多
く
の
市
民
か
ら

意
見
を
い
た
だ
き
、
市
民
の

考
え
の
把
握
に
努
め
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
研
究
会
フ
ォ

ー
ラ
ム
へ
の
参
加
者
が
一
八

六
〇
人
、
職
員
を
市
民
団
体

等
へ
派
遣
し
て
の
説
明
会
が

議
員

湘
南
市
研
究
会
で
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
研
究
を
進
め
よ
う
と

考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

本
年
五
月
に
は
、
十

四
年
度
の
研
究
成
果
を
討
議

資
料
と
し
て
ま
と
め
た
「
湘

南
市
の
将
来
都
市
像
」、「
事

務
事
業
の
一
元
化
調
査
」
を

提
示
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
十
五
年
度

で
は
、
都
市
像
の
研
究
を
さ

ら
に
深
め
る
ほ
か
、
実
務
上

の
研
究
と
し
て
、
事
務
事
業

の
一
元
化
の
分
析
と
電
算
シ

ス
テ
ム
や
財
政
、
法
制
な
ど

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

議
員

市
長
は
、
十
五
年
度

を
「
市
民
・
大
学
交
流
の
年
」

と
位
置
づ
け
て
い
る
が
、
そ

の
基
本
的
考
え
方
を
伺
い
た

い
。

企
画
部
長

大
学
は
、
単
に

高
等
教
育
機
関
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
研
究
開
発
の
拠

点
と
し
て
教
職
員
や
学
生
な

ど
の
豊
富
な
人
材
を
擁
し
て

お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
て
い
る
所
で
も
あ
る
。

本
市
に
と
っ
て
、
東
海
大
学
・

神
奈
川
大
学
と
市
民
が
交
流

す
る
こ
と
は
、
貴
重
な
財
産

が
生
か
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、

地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

両
大
学
と
は
、
九
年

度
に
発
足
し
た
「
平
塚
市

民
・
大
学
交
流
委
員
会
」
の

も
と
、
交
流
が
続
け
ら
れ
て

き
た
が
、
今
後
の
交
流
の
あ

り
方
は
、
ど
の
よ
う
な
方
向

性
を
考
え
て
い
る
の
か
。

企
画
部
長

過
去
五
年
間
、

幅
広
い
交
流
の
中
で
実
績
を

積
み
重
ね
て
き
た
が
、
市
民

と
大
学
の
交
流
の
幅
は
、
ま

だ
ま
だ
広
が
っ
て
い
く
可
能
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「
湘
南
市
」
研
究
の
情
報
提
供

市
民
理
解
に
向
け
さ
ら
に
努
力
を

行
革
の
新
し
い
視
点

Ｎ
Ｐ
Ｍ
導
入
の
考
え
聞
く

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

一
四
回
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
件
数
が
月
平
均
約
二
八

〇
〇
件
、
ま
た
、
市
長
へ
の

手
紙
な
ど
で
一
五
六
人
か
ら

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

議
員

今
後
、
さ
ら
な
る
市

民
へ
の
情
報
提
供
が
必
要
と

考
え
る
が
、
市
民
の
理
解
を

得
る
た
め
、
ど
う
努
力
す
る

考
え
な
の
か
伺
い
た
い
。

市
長

研
究
段
階
に
応
じ
た

情
報
提
供
と
し
て
、
十
五
年

度
は
、
湘
南
市
構
想
の
ビ
デ

オ
作
成
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

み
ん
な
の
ま
ち
「
情
報
宅
配

便
」
の
制
度
を
活
用
し
、
地

域
・
団
体
へ
説
明
職
員
を
派

遣
す
る
ほ
か
、
地
域
ご
と
の

説
明
会
の
開
催
な
ど
も
検
討

し
て
い
る
。

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
②
で
は
、
こ

れ
ま
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
や
事

務
手
続
き
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
を
進
め
て
き
て
お
り
、

十
五
年
度
に
は
（
仮
称
）
保

健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
当
た

っ
て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
整
備

の
検
討
も
行
う
考
え
で
あ

る
。
③
で
は
、
十
三
年
度
末

で
管
理
委
託
未
実
施
の
公
民

館
は
五
館
で
あ
っ
た
が
、
十

四
年
度
で
一
館
の
委
託
を
実

施
し
、
十
五
年
度
で
二
館
の

委
託
を
予
定
し
て
い
る
。
残

る
二
館
に
つ
い
て
も
順
次
、

委
託
に
向
け
協
議
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

の
で
は
な
い
が
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の

一
つ
で
あ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入

に
つ
い
て
、
そ
の
研
究
に
必

要
な
経
費
を
十
五
年
度
当
初

予
算
案
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。
も
と
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の

理
論
は
広
範
多
岐
に
わ
た
る

も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
ず
身
近
に
あ
る
可
能
な
も

の
か
ら
改
善
へ
の
取
り
組
み

を
始
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
す
で
に
実
証
さ
れ
て
い
る

成
功
例
な
ど
を
積
極
的
に
導

入
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

議
員

十
五
年
度
は
、
改
訂

基
本
計
画
第
三
次
実
施
計
画

15年度の施政方針を述べる吉野市長（後列左佐藤議長、右高梨局長）

「
市
民
・
大
学
交
流
の
年
」

産
学
連
携
を
柱
に
積
極
的
な
事
業
展
開
へ

策
定
の
年
で
あ
る
。
策
定
に

当
た
っ
て
Ｎ
Ｐ
Ｍ
を
採
り
入

れ
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

市
長

今
後
、
全
国
の
自
治

体
は
、
大
変
厳
し
い
時
代
に

突
入
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

限
ら
れ
た
人
材
や
財
源
の
中

で
、
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｍ
の
根
幹
部

分
で
あ
る
市
民
を
顧
客
と
す

る
考
え
方
を
基
盤
と
し
て
、

市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
市
民
が
高
い
満
足
感
を

得
ら
れ
る
よ
う
な
施
策
を
展

開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

本
会
議
で
質
問

本
会
議
で
質
問�

を
行
っ
た
議
員

を
行
っ
た
議
員�

本
会
議
で
質
問�

を
行
っ
た
議
員�

《
代
表
質
問
》

○
プ
ロ
グ
レ
ス
平
塚
議
員
団

水
野
泰
助

○
公
明
党

松
崎
清
子

○
く
す
の
木

吉
野
和
美

○
新
政
ク
ラ
ブ

柳
川
藤
一

○
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

田
中
幸
雄

○
ひ
ら
つ
か
政
友
ク
ラ
ブ

栗
田
己
好

《
総
括
質
問
》

○
プ
ロ
グ
レ
ス
平
塚
議
員
団

山
原
栄
一
・
府
川
正
明

○
公
明
党

w
梨
孝
治
・
前
田
　
晃

○
く
す
の
木

金
子
修
一

○
新
政
ク
ラ
ブ

出
村
　
光

○
日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会

議
員
団

小
泉
由
紀
雄

○
市
政
ク
ラ
ブ

後
藤
輝
彦

○
こ
の
ほ
か
、
ひ
ら
つ
か
市

民
の
党
、
神
奈
川
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
運
動
、
市
民
派
の

会
、
政
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

議
員
も
質
問
を
行
い
ま
し

た
。

性
を
持
っ
て
お
り
、
市
民
や

市
民
団
体
、
企
業
等
が
大
学

と
も
っ
と
密
接
に
交
流
で
き

る
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員

交
流
事
業
は
、
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
考
え

な
の
か
。

企
画
部
長

産
学
連
携
を
柱

と
し
て
、
両
大
学
が
保
有
す

る
研
究
施
設
や
先
端
技
術
な

ど
、
豊
富
な
研
究
資
産
を
生

か
し
た
企
業
と
の
交
流
を
深

め
る
事
業
等
を
展
開
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
産
学
交
流

に
よ
る
産
業
の
活
性
化
に
向

け
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
を
実
施

し
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
じ

て
大
学
と
企
業
の
共
同
研
究

や
技
術
開
発
に
結
び
付
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
交
流
の
年
を
契
機

と
し
て
、
市
民
に
と
っ
て
大

学
を
よ
り
身
近
な
存
在
と
し

て
感
じ
て
い
た
だ
き
、
市
民

と
大
学
の
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
る
よ
う
推
進
し
て
い
き

た
い
。

市
民
意
識
調
査

実

施

の

考

え

議
員

合
併
に
対
す
る
市
民

の
意
向
を
把
握
す
る
手
段
と

し
て
、
市
民
意
識
調
査
を
実

施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

市
長

合
併
は
、
本
市
の
将

来
を
決
め
る
上
で
、
市
民
に

と
っ
て
非
常
に
重
要
な
事
柄

で
あ
る
。
市
民
意
識
調
査
に

つ
い
て
は
、
感
覚
や
一
般
論

で
の
議
論
の
段
階
で
な
く
、

合
併
の
研
究
が
進
み
、
必
要

な
情
報
が
提
供
さ
れ
、
そ
の

中
で
市
民
や
各
種
団
体
が
合

併
の
検
討
を
行
い
、
議
論
の

熟
度
の
深
ま
っ
た
状
況
が
一

つ
の
め
ど
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
市
民
意
識
調
査
の
時

期
や
方
法
は
、
今
後
の
研
究

会
の
課
題
と
し
て
い
き
た

い
。


